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目的　心不全患者が終末期に至る局面での看護師の判断と実践を明らかにする．
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に 急 性 増 悪 と 緩 解 を 繰 り 返 し， 死 を 迎 え る
（Murray SA et al．2005）．心不全で入院した約
35％の患者が退院後 1 年以内に心不全増悪により
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表1-1 心不全患者の終末期に至る局面での看護師の判断と実践 
カテゴリー





















































































表 1 - 1 　心不全患者の終末期に至る局面での看護師の判断と実践
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 表1-2 心不全患者の終末期に至る局面での看護師の判断と実践 
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